




































c. 平成 28年–30年 (総額 13,600,000円) 平成 28年度: 6,600,000円
(1.2.2) 基盤研究 (C)
a. 地表層補償光学に基づく超広視野太陽像回復の効果
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c. 平成 27年–29年 総額 4,290,000円 (平成 28年度: 390,000円)
(1.4) 特別研究員 奨励費






















































c. 平成 27年–29年 総額 4,290,000円 (平成 28年度: 390,000円)
(1.4) 特別研究員 奨励費


















a. IUGONETを通したCa II K 太陽彩層全面画像データベースの公開とそれによる
太陽活動長期変動研究
b. 上野悟
c. 350,000円
(2.2) 全学経費
(2.2.1) 設備整備経費
a. 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡の観測制御装置の更新
c. 83,500,000円
(2.2.2) 特別協力経費
a. 理学研究科国際連携拠点における世界展開加速化促進事業
c. 2,400,000円
(3) 名古屋大学太陽地球環境研究所
(3.1) 研究集会
a. 太陽フレアデータ解析ワークショップ
b. 浅井歩 (代表)、増田智、塩田大幸
c. 347,000円
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